
もんじゅREPORT「もんじゅ」のロゴマーク
智慧の象徴の文殊菩薩が乗って居られる 

「獅子」をイメージしたもの

第
２
段
階
に
向
け
て

第
２
段
階
に
向
け
て

「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃
止
措
置
は
、
大
き
く

４
つ
の
段
階
に
分
け
て
実
施
す
る
計
画
で

す
。
第
１
段
階
は
「
燃
料
体
取
出
し
期
間
」

と
し
て
、
炉
心
や
炉
外
燃
料
貯
蔵
槽
に
保
管

さ
れ
て
い
る
燃
料
体
計
５
３
０
体
を
全
て
燃

料
池
（
燃
料
プ
ー
ル
）
に
移
送
し
ま
す
。

第
２
段
階
「
解
体
準
備
期
間
」
で
は
、
ナ

ト
リ
ウ
ム
機
器
の
解
体
準
備
と
し
て
「
も
ん

じ
ゅ
」
系
統
内
に
あ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
抜
取

り
作
業
な
ど
を
行
い
ま
す
。

そ
の
後
の
第
３
段
階
「
廃
止
措
置
期
間

Ⅰ
」、
第
４
段
階
「
廃
止
措
置
期
間
Ⅱ
」
に

お
い
て
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
機
器
の
解
体
撤
去
や

建
物
等
の
解
体
を
行
う
計
画
で
す
。

第
１
段
階
の
燃
料
体
取
出
し
作
業
は
、
２

０
１
８
年
度
か
ら
２
０
２
２
年
度
ま
で
行
う

計
画
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
燃
料
体
４
０
６ 

体
を
計
画
ど
お
り
燃
料
池
へ
移
送
し
ま
し

た
。
来
年
度
（
２
０
２
２
年
度
）、
残
り 

１
２
４
体
を
移
送
し
５
３
０
体
全
て
の
移
送

を
完
了
し
た
後
、
第
２
段
階
「
解
体
準
備
期

間
」
へ
移
行
す
る
計
画
で
す
。

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
抜
取
り
に

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
抜
取
り
に  

つ
い
て

つ
い
て

「
も
ん
じ
ゅ
」
に
は
、
１
次
系
ナ
ト
リ
ウ

ム
（
原
子
炉
容
器
や
１
次
主
冷
却
系
、
炉
外

燃
料
貯
蔵
槽
等
）や
２
次
系
ナ
ト
リ
ウ
ム（
２

次
主
冷
却
系
等
）
に
約
１
６
６
５
ト
ン
の
ナ

ト
リ
ウ
ム
を
保
有
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

ナ
ト
リ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
漏
え
い
リ
ス
ク

を
低
減
す
る
た
め
、
段
階
的
に
ナ
ト
リ
ウ
ム

を
系
統
か
ら
抜
き
取
り
、
搬
出
す
る
ま
で
の

間
タ
ン
ク
で
管
理
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

２
次
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
既
に

（
２
０
１
８
年
12
月
）
系
統
か
ら
タ
ン
ク
（
既

設
タ
ン
ク
、
一
時
保
管
用
タ
ン
ク
）
へ
約 

７
５
５
ト
ン
抜
取
り
、
漏

え
い
リ
ス
ク
の
低
い
固
体

の
状
態
で
管
理
し
て
い
ま 

す
。１

次
系
ナ
ト
リ
ウ
ム
に

つ
い
て
は
、
炉
心
に
ま
だ

燃
料
体
が
残
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
現
在
は
燃
料
体

の
移
送
を
進
め
て
お
り
、

系
統
内
に
お
い
て
液
体
ナ

ト
リ
ウ
ム
の
状
態
で
管
理

し
て
い
ま
す
が
、
第
２
段

階
に
お
け
る
抜
取
り
に
向

け
て
、
そ
の
具
体
的
な
方

法
や
時
期
に
つ
い
て
、
現

在
検
討
を
進
め
て
い
ま

す
。
な
お
、
系
統
か
ら
タ

ン
ク
へ
抜
き
取
っ
た
後

は
、
２
次
系
ナ
ト
リ
ウ
ム

と
同
様
、
漏
え
い
リ
ス
ク

の
低
い
固
体
の
状
態
で
管

理
し
ま
す
。

第1段階
燃料体取出し期間

第2段階
解体準備期間

第3段階
廃止措置期間Ⅰ

第4段階
廃止措置期間Ⅱ

「もんじゅ」廃止措置工程

もんじゅの系統概要

廃止措置の第2段階に向けて
ナトリウムの抜取り・搬出についての検討状況

1次主冷却系・原子炉容器

2次主冷却系

水・蒸気系
1次系ナトリウム
2次系ナトリウム
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２
０
２
１
年
３
月
よ
り
、
炉
外

燃
料
貯
蔵
槽
か
ら
燃
料
池
へ
の
燃

料
体
１
４
６
体
の
移
送
作
業
を
開

始
し
ま
し
た
が
、
計
画
よ
り
約
１

か
月
程
度
早
い
７
月
に
移
送
を
完

了
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
燃
料
体

取
出
し
作
業
に
お
い
て
経
験
し
た
、

燃
料
出
入
機
（
グ
リ
ッ
パ
）
の
ナ

ト
リ
ウ
ム
化
合
物
の
付
着
や
、
駆

動
装
置
の
不
具
合
等
に
対
し
、
適

切
に
対
策
を
施
し
た
結
果
、
作
業

が
安
全
か
つ
順
調
に
進
ん
だ
こ
と

に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
燃
料
体
残
り
１
２
４

体
に
つ
い
て
、
来
年
（
２
０
２
２

年
４
月
）
か
ら
の
原
子
炉
容
器
か

ら
炉
外
燃
料
貯
蔵
槽
へ
の
移
送
作

業
の
開
始
に
向
け
、
設
備
の
点
検

等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
安
全
を
最
優
先
に
、

慣
れ
る
こ
と
な
く
緊
張
感
を
持
ち

な
が
ら
、
一
つ
一
つ
の
作
業
を
確

実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
搬
出
に

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
搬
出
に  

向
け
て

向
け
て

系
統
か
ら
抜
き
取
っ
て
タ
ン
ク
で
保
管
し

て
い
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
は
、
搬
出
用
の
タ
ン
ク

に
移
し
て
搬
出
す
る
計
画
で
す
。

現
在
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
搬
出
に
向
け
、
国

内
外
の
ニ
ー
ズ
な
ど
の
調
査
、
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

海
外
に
お
い
て
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
用
い

た
原
子
炉
の
廃
止
措
置
の
際
に
、
ナ
ト
リ
ウ

ム
を
化
学
処
理
し
て
「
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
」

に
転
換
し
再
利
用
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

「
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
」
は
一
般
産
業
で
洗

浄
剤
の
原
料
や
中
和
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
海
外
で
の
処
理
も
視
野

に
入
れ
て
検
討
す
る
と
と
も
に
、
ナ
ト
リ
ウ

ム
の
搬
出
に
必
要
と
な
る
設
備
（
休
止
設
備

の
復
旧
、
追
加
設
置
等
）
に
つ
い
て
も
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
原
子
力
規

制
委
員
会
等
に
説
明
し
な
が
ら
、
第
２
段
階

に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

この研究に携わっている機構職員

地元の学校を卒業して、1999年に入社後、プ
ラント運転当直勤務に従事し「もんじゅ」プラン
トの知識を養い、現在は燃料体取出し作業、定期事業者検査業務を
担当しています。燃料体取出し作業では、燃料取扱設備操作チーム
の責任者として操作員への操作指揮を執り、一つ一つ確実な操作に
努めています。今後も安全を最優先に、チーム一丸となって燃料体
取出し作業完了に向けて業務に取り組んでいきます。

田
た

中
な か

利
と し

幸
ゆ き 敦賀廃止措置実証部門

高速増殖原型炉もんじゅ
廃止措置部
施設管理課

第1段階における燃料体取出し作業工程

一時保管用タンク

炉
外
燃
料
貯
蔵
槽
か
ら
燃
料
池
へ

燃
料
体
１
４
６
体
の
移
送
完
了

燃料の取出し経路
︓ 燃料体の
処理

凡例
︓ 燃料体の
取出し

燃料体の取出し経路
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